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日新小学校は、優し

い子、がんばりやさん

の子、明る<て元気な
子ばかりですね。先生

も日新小のなかまで、

うれしいです。=  ■
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校
長
横
山
　
美
弥
子

．
二
十
七
名
の

一
年
生
を
迎
え
、全
校
児
童
二
百
四

十
六
名
、教
職
員
‐
二
十
二
名
で
新
年
度
が
ス
タ
一犠
．ド

し
ま
し
た
。
「平
成
」
か
ら
ズ
「
和
」
へ
と
新
た
な
時
代
ヘ

動
き
出
し
た
節
目
の
年
。
子
ど
も
た
ち
は
、新
学
年
で

の
学
校
生
活
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
入
学
や
進
級
に
喜

び
を
感
じ
な
が
ら
、意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
ｆ
■
一

私
は
、
フ」
の
四
月
か
ら
校
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
“校
庭
の
満
開
の
桜
に
迎
え
ら
れ
た
四
月
か藤
棚
池

新
緑
が
学
校
を
彩
る
五
月
。さ
わ
や
か
ａ
自
然
を
感

じ
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
は
、　
人

一
人
が
自
分
の
ぬ

あ
て
を
持
っ
て
学
校
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
様

暗
誌
瑯
お

‐‐ し

‐‐く
一
‐‐
ま
「
一
「
撲
り
一
元
域
磁
喘
鍋
肺
顛

こ
れ
か
ら
も
、学
校
教
育
目
標
「心
豊
か
で
自
ら
学
．

び
自
ら
考
え
る
た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成
」
の
下
、
日

常
の
様
々
な
学
び
や
学
年
・学
校
行
事
の

一
つ

一
つ

を
、
て
い
ね
い
に
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
日
常
の
学
び
に
は
、
各
教
科
の
学
び
に
加
え
、挨

拶
、時
間
の
使
い
方
、与
え
ら
れ
た
役
割
、や
さ
し
さ

を
感
じ
る
心
、
感
謝
の
気
持
ち
、人
と
の
か
か
わ
り

等
々
、
大
切
な
こ
と
が
織
り
込
ま
れ
、学
年
や
学
校
行

事
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。何
か
に

一
生
懸
命
す
る

こ
と
が
積
み
重
な
っ
て
、
す
べ
て
に

一
生
懸
命
に
な
り
、

そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
知
・徳
・体
に
わ
た
る
生
き
る
力

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

教
職
員

一
同
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
を

心
が
け
、持
っ
て
い
る
力
を
十
分
引
き
出
し
、
六円
み
、成

長
を
喜
び
合
え
る
チ
ー
ム
と
な
っ
て
団
結
し
て
い
く

所
存
で
す
。
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一
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
す
る
時
に
、保
護
者

の
皆
さ
ま
も
子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
学
校
に
入
学
し
て

よ
か
っ
た
、
充
実
し
て
い
た
と
振
り
返
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、金
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。保
護
者
の
皆
さ
ま
、地
域
の
皆
さ

ま
方
に
は
、〈
フ
後
と
も
こ
理
解
。こ
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
・

蒻

黎 ‐1鰺
蟷
瘍

靡



轟
:

響

木村 照子
:■ 11,

11111ヾ

‐癬         驀

‐‐
‐
|||||||■
‐
■ |‐ |・
‐
||‐||    |||‐ ‐|‐ |||||‐ ‐|||||||.‐

蜀

薔



一蝙

褥‐一鰊

一警
・鑢

・辣

蝙
一

1漑
|1歳鸞曇艤財

轟‐

鰺鍛肘
鶴 ご 難 感

憑

|  ‐|‐ | 
‐
|||| ‐||‐   |  |‐

‐  |■ |■■
||■ ||■‐

|■‐

|‐

・‐
||‐ ||‐ ‐■

‐ ‐‐・       ‐‐‐‐‐‐‐‐|| ‐.

||||‐ ■■■■



鼈
i‡
||1111111`|||lヵ tll1111111111111ilillilll力

lllllllllllム主
‐‐‐

|:‐

C:コ 1国 ヨ D

:小木 紀弘

授業中、自分の考えを積極的に
話す人たちや書いて伝える人たち
から、新たな気づきをもらい、楽しん
でいます。また、廊下などで声を
かけてくれる人からも元気をもら
つています。新たな発見があれば、

教えてください。

元気なあいさつ、明るい表情、

すてきな歌声。日新つ子のいいと

ころ、たくさんありますね。一緒に

どんどん伸ばしていきましょう!

図書室に|よ楽しい本やわくわく

する本、読んだら元気になれる本

などいろんな本がありますよ。

今年も読書を楽しみましょうね !

令和元年も、矢□りたいこと、調べ

たいこと、やつてみたいこと等…

何かに打ち込むみなさんの姿が

見たいです。

先生も応援します。

元気で明るく、何事にも一生懸命

がんばる日新つ子。みなさんの

前向きでキラキラした目が大好き

です。これからも、失敗を恐れずに

いろいろな事にチャレンジして

くださいね。

…山岸 悠記子

いつも明るく元気な日新小の

みなさん。新しい学年・クラスには

慣れましたか?これから目標を

持つて楽しい学校生活を送つて

くださいね!

…瀧波 恵美子

日新小のみなさんの明るい

笑顔と素敵な歌声に、毎日元気を

もらつています。今年も一緒に

がんばりましょう。どんな1年に

なるか楽しみです。

いつも前向きに一生懸命取り

組 むみなさんの姿 は、とても

かつこいいです。これからも全力

でいろいろなことに挑戦していき

ましょう。先生も頑張ります !!

山本 桃花子

今年度も日新小のスクールカウン

セラーをさせていただきます。6年

目を迎えました。困つたことがあっ

たら、水曜日いつでも声をかけて

ください。1年間、どうぞよろしく

お願いします !

矢□識をのばす。心を磨く。体を

鍛える。校歌にあるこの言葉を

きつと大切にしている日新つ子の

みなさん。この目当てのもと、一緒

に頑張つていきましょう。

日新小のみなさんの明るく元気

いつぱいのあいさつに感心しま

した。色々なことにチャレンジし、

一緒に成長していきましょう!

C賃瞬ヨロヨ

1奥田 幸雄



鞣ヲ
新しい時代「令和」にむけて

一人一人が自分の目標に向かつて

努力し、いろんな花をさかせて

いつてほしいです。

坪口 紀代美

日新つ子のいいところは、明るい

挨拶と美しい歌声です。いつも

みなさんに |よ、元気をもらって

います。この伝統がずつと続くと

いいですね。

…1清水 光代

大好きな日新小のみなさんと、

今年も一緒に過こすことができて、

とでも嬉しいです。みんなのやさ

しさの輪が広がつて、やさしさ日本一

の学校になるといいな。ふわふわ

まあるい心で過こしましょう。

¨

明間 順子

栄養教諭の明間です。皆さんの
明るく元気なあいさつを聞くと心
がほつこりします。さてみなさん、
好き嫌いはありませんか?
食事は元気の源です。一□ずつ
でも挑戦して食べられるように
なりましょう。

“ "鵬
ヨ

荒丼 奈菜江

元気いつぱいの日新つ子のみな

さんにいつも元気をもらつて

います。今年も、明るく何事にも

チャレンジする気持ちを大切に

がんばりましょう!

‐.|『≡可目E弐1斑[乖iヨD

三上 照美

友達を大切にする明るく元気な

みなさん。早寝、早起き、朝こはん、

歯みがき、手洗いなどの生活習慣を

しつかり身につけ、自分も大切に

しましょう。

出□ 晶子

今年度も始まりましたね。今年

は平成→令和になりました。みな

さんも何か新しい事にたくさん

挑戦してみて下さい。

日新つ子のみなさん、こんに

ちは。毎日校庭で元気よく遊んで

いるのを見て、いつもすがすが

しい気持ちになります。これからも ,

元気にがんばつてください。

:島田 吉博
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新
年
度
の
あ
い
さ
つ

Ｐ
丁
Ａ
〈
不
長

朝
川
　
将
義

こ
の
度
こ
縁
あ
っ
て
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
朝
川
で
こ
ざ
い
ま
す
。
昨
年

は
総
務
部
の
庶
務
と
し
て

一
年
間
活
動

し
て
い
ま
し
た
。

私
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
お
よ
び
組
織
と

い
う
も
の
に
と
て
も
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
Ｐ
丁
Ａ
の
役
員
に

な
る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
い
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
役
に
立
つ

こ
と
を
行
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
間
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
の

で
し
よ
つ
か
。守
る
こ
と
で
し
ょ
つ
か
？
ま

た
教
え
る
こ
と
で
し
ょ
つ
か
？
私
は
見
守

る
大
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

見
守
る
と
は
監
視
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注

意
深
く
見
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
し
ま
せ
ん
。あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た
ち

の
自
由
な
意
思
を
尊
重
す
る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
Ｐ
丁
Ａ
と
し
て

今
年

一
年
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、何

卒
こ
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

旗
持
ち
当
番
表
配
布

交
通
安
全
教
室
。給
食
試
食
会

五
晰
畔
國
ん
０９
号
」
発
行

防
犯
教
室

資
源
回
収
・親
子
奉
仕
作
業

親
子
の
つ
ど
い

バ
ザ
ー

資
源
回
収

五臨畔國ん１０号」発行

3月   2月  11月  10月
中旬  中旬  3日  26日

8月   6月   6月
25日   19日  14日

6月 1 5月  : 4月
5日  1 21日  1 26日
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委員長 山田 有紀
今年度のバザーは11月 3日 (日 )に開催予定

です。一人でも多くの方に楽しんでいただける

よう、精一杯頑張りますので、皆さまの温かい

こ支援、こ協力をよろしくお願いいたします。|

委員長 小山内 さゆり    ■
令和元年という新しい年に広報誌の発行に    |
携われて、嬉しく思います。竹内印刷さんの

こ協力のもと、委員―同皆さまの思い出の

1ページとなる広報誌になるようにがんばり

li]腱」二1層『l『ヨE菫1

委員長 北濱 佐織
日頃より保護者の皆さまには、朝の旗持ち

やかけこみ所にこ協力いただき、ありがとう

こざいます。これからも子ども達が安心して

|1通学できますようにこ協力をお願いいたし
|■ .ます。

呻隋 薇
■     委員長 佐藤 洋子
■
‐  今年度も、年2回の資源回収を予定して
います。また、ベルマークやエコキャップ運動も
引き続き行つていきますので、皆さま、こ協力

のほどよろしくお願いいたします。

ます。よろしく

95繁曇詈:話材の時、1立菫
『
ネームホルダーを下げて活動していますので、こ協力のほどよろしくお願いします。
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朝川 将義
坪川 健鋼

塚田 由貴子

奥丼 千香子

浦辻 まり絵
田中 千代栄


